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慢性疾患における老化細胞
の病理的作用

細胞老化は、生体における極めて重要ながん抑制機構として古く
から知られている。一方で、細胞老化を経た“老化細胞”は加齢とと
もにさまざまな臓器に蓄積することが明らかになっている。老化細胞
は、SASP（senescence-associated secretory phenotype）を介して
周囲の細胞機能に影響を与え、その非細胞自律的作用が組織の加
齢性変化や病態形成に関与していると考えられている。
本セミナーでは、これまでに行ってきた肺組織の病態モデルを用い

た研究を基に、老化細胞の病理作用に関する最新の知見と、それを
標的とした治療ストラテジー構築の可能性について議論する。

国立長寿医療研究センター
細胞病態研究部 部長

杉本 昌隆 先生

15：30～17：00

場所：5121講義室（51号館2階）
問い合わせ先：生命健康科学研究所 山下均

hyamashi@fsc.chubu.ac.jp

参考文献
1. Roles of pigment epithelium-derived factor in exercise-induced 

suppression of senescence and its impact on lung pathology in mice. 
Aging (Albany NY). 2024. 

2. Cellular senescence promotes cancer metastasis by enhancing soluble 
E-cadherin production. iScience. 2021. 

3. Elimination of p19ARF-expressing cells enhances pulmonary function 
in mice. JCI Insight. 2016.


	スライド番号 1

